
 

「子どもにつけたい力」と「教師につけたい力」の育成 

■学びの「定着」（学習規律・基礎学力・思考力・活用力）と学びの「質」の保障■ 

亀山市「学びのスイッチ」プラン   令和 8年度～令和１１年度 

非認知能力の育成 

■１つの『感』と３つの『力』の向上■ 

【非認知能力の育成（学びの土台）】 【学力向上（学びの定着）】 【授業改善（学びの質）】 

①自己肯定感 

 自分を大切にし、自分には価値があると

思える 

 

➁粘り強く取り組む力 

 最後まで諦めずに継続して取り組む 

 

③自己調整力 

 自分の感情・行動・思考を状況に合わせ

てコントロールし、望ましい方向へ調整

する 

 

④協働する力 

 他者と協力して目標を達成する 

①学習規律 

学びに向かう姿勢を整える 
 

➁基礎学力 

 学びを支える確かな知識・技能 
 

③思考力・活用力 

 学習したことを活用し自分の考えを深める 
 

④学びのマネジメント力 

 自分の学びをコントロールする 

①授業を構築する力 

つけたい力を明確にした授業づくり子どもが

「主体的で対話的な深い学び」ができる授業

づくり 

 

➁効果的な ICT活用力 

デジタル活用の目的を明確にする 

 

③根拠に基づいて授業を改善する力 

学力調査の分析を活かしたねらいのある授 

業づくり 

 

④適切に評価する力 

 授業で子どもの頑張りを認める評価 

重点取組 

学級活動における話し合い活動の「質」の向上  

重点取組 

かめやま授業デザインスタンダードプランの活用  

重点取組 

キュビナ、Think！Think！の活用 
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